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国土地理院は、災害対策基本法で規定する「指定行政機関」

国土地理院の防災対応

防災対応の任務

災害による被害の防止 ・ 軽減及び災害復旧等を目的として、

各省庁、地方公共団体等の関係機関が行う防災対策及び国

民の防災活動に資するため、地殻活動をはじめとする自然現民の防災活動に資するため、地殻活動をはじめとする自然現

象に関する情報（地殻変動情報）並びに地形、土地条件など

に関する情報（地理情報）を防災関連情報として整備し、関連

機関及び国民に提供することにある。

災害発生時は、地殻変動情報、地理情報の緊急収集を実施。



震災発生直後の対応震災発生直後の対応

八戸～いわきの沿岸部の1/25000地形図を
国土交通省防災センターに提供

避難指示の出ている福島第一原子力発電所
（福島県双葉郡大熊町）周辺の地形図を官邸（福島県双葉郡大熊町）周辺の地形図を官邸
に提供

電子基準点網の緊急解析により19時時点で
最大で水平約４ｍ、垂直で約70cmの変動を
検出

１．地殻変動
GPS連続観測から得られた地震による
電子基準点の地殻変動
発災直後より解析を開始し、解析結果を速やかに
災害対策本部等関係機関に資料提供し、
ＨＰ上で公開
その後も、地震による余効変動について監視活動を
継続し、適宜報道発表及びＨＰ上で情報公開を実施

「だいち」（ALOS）を利用した地殻・地盤変動監視「だいち」（ALOS）を利用した地殻・地盤変動監視
発災直後より解析を開始し、解析結果を速やかに
関係機関に資料提供し、ＨＰ上で公開

基準点測量成果の改定
地震によって変動のあった基準点測量成果について
速やかに成果公表の停止措置を講じ、報道発表及び
ＨＰ等において広く周知を行い、早期の成果改訂に
むけて作業を開始



２．被災状況

・被災地の空中写真及び正射写真地図等
の整備
発災直後より撮影準備を実施し、発災翌日
から撮影及び画像処理を開始、速やかに
報道発表及び関係機関への情報提供とＨＰ
上への公開を実施

・津波による浸水状況
空中写真を判読して作成した津波による浸
水範囲の概況図及び浸水範囲の地震前の
土地利用図を作成・公表

３．基盤地図情報を含む、地理空間情報
の提供及び公開

①デジタル標高地形図の公開

②交通関係復旧状況図(電子国土基本図）公開②交通関係復旧状況図(電子国土基本図）公開

③市区町村別津波浸水域の土地利用別面積公開

④市区町村別建物用地の津波浸水率の分布図公開

⑤ＧＰＳによる上下変動調査を実施し、結果を公表

etc



○地震発生当日(3/11)の対応
■災害地域及びその周辺の1/20万地図を公開

●情報共有、災害対策
用、復旧支援対策用と
して関係機関が活用

■地殻変動（暫定値）を検出・公表

最大で水平約４ｍ、垂直約７０ｃｍの変動

災害対策用図（宮城南部地方）

●災害状況の把握

※いわき～仙台、石巻周辺の沿岸部、東北地方太平洋沿岸沿い及び栗駒山系
の一部を撮影

○地震発生後３日間の対応
■緊急空中写真撮影を実施

陸前高田市の空中写真

空中写真の撮影



■デジタル標高地形図をＨＰに掲載

※「1:25,000デジタル標高地形図は、
航空レーザ測量によって整備した「数
値地図5mメッシュ（標高）」の標高デー
タを用いて作成した陰影段彩図（注１）
の上に2万5千分の１地形図を重ねた
地図です。
（注１：陰影段彩図とは標高の高い部
分を茶色の暖色系に、標高の低い部

○地震発生後３日間の対応

分を茶色の暖色系に、標高の低い部
分を青色の寒色系で彩色したものに
陰影をつけたものです。）
この標高地形図は、詳細な地形の
起伏がカラー表示された上に、地名や
道路、学校などの位置が表示されて
いるので、居住地の地形特徴を直感
的に理解することができます。今回の
地震では、津波による被害の把握な
どに利用されています。

■空中写真をHPに掲載開始
※3/12、3/13撮影分（関係機関に提供）

■測量成果の公表停止
※地震に伴い、東北地方及びその周辺で地殻変動が大きかった地域の基準点測
量成果（電子基準点、三角点、水準点）の公表を停止

○地震発生後３日間の対応



○地震発生後１週間の対応

■被災前後の空中写真をHPで公開開始

●被災前後の空中写真を
比較することにより被害の
状況（大きさ、範囲など）の状況（大きさ、範囲など）の
把握が容易

■正射写真（オルソ画像）をHPに掲載開始
※正射写真（オルソ画像）：写真のゆがみを標高データを用いて補正したもの

○地震発生後１週間の対応



○地震発生後２週間の対応
■正射写真地図をHPで公開開始
※正射写真地図とは、オルソ画像と地図を重ね合わせたもの

■津波による浸水範囲の面積（概略値）を公表

■地震に伴う地殻変動を公表
※電子基準点(牡鹿)から回収した観測データから、牡鹿半島で水平約５．３ｍ、
垂直約１．２ｍの地殻変動を検出

※約５６０Km2：山の手線内側の面積の約９倍（4/18:第５報）

○地震発生後２週間の対応



■空中写真撮影を実施
※気仙沼～松島、牡鹿半島の未撮影地域を撮影

■浸水範囲概況図（10万分の１）をHPで公表
※空中写真の浸水状況を判読し、1/10万をベースに重ね合わせた地図

※1/2.5万の浸水範囲概況図も作成したが、関
係機関にのみ提供（非公開）

○地震発生後２週間の対応

■交通関係復旧状況図をHPで公開
○地震発生後２週間の対応



○地震発生後３週間の対応
■市区町村別津波浸水域の土地利用別面積（暫定値）
をHPで公表

■市区町村別津波浸水域の土地利用図をHPで公表

○地震発生後３週間の対応



■市区町村別建物用地の津波浸水率の分布図（暫定
値）をHPで公表

●５０％以上

・岩手県大槌町

・宮城県東松島市、南三陸町

○地震発生後３週間の対応

●４０～５０％

・岩手県陸前高田市

・宮城県石巻市、山元町

○地震発生後１ヶ月の対応

■GPSによる上下変動調査を実施
※調査結果は当面の大潮等防災対応や災害復旧・復興のための基礎資
料として活用できる



おわりにおわりに

国土地理院ホームページに
防災関連情報として
各種地図の情報
国土地理院の防災対応等を
掲載していますので
ぜひご覧ください
（http://www.gsi.go.jp/bousai.html）

東日本大震災に関する情報
(http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h23_tohoku.html)(http://www.gsi.go.jp/BOUSAI/h23_tohoku.html)

防災を始め測量・地図に関する
ご質問等は北海道地方測量部へ
ご連絡ください
（http://www.gsi.go.jp/hokkaido/index.html）

ご清聴
ありがとうございました


